
　立春の候、会員の皆様におかれましては、日頃より当支部の活動に対し多大なるご理解と
ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。去る２月14日（土）に開催いたしました「令和７年度
稚内支部大会」におきましては、皆様の協力のおかげで、全ての議案が承認され、無事に終
了することができました。同時開催の研修会では、ドクターネイル爪革命稚内店、院長の伊
藤丈美氏を講師に迎え、「足から見えるいのちのサイン～看護に生かすふっとケア～」と題
してご講義いただき、看護に生かすケアの他、医療従事者自身が長く安全に働き続けるため
のセルフケアについてのお話しも聞くことができ、とても参考になりました。
　さて、私事ではありますが、実は大変なあがり症で、先日の支部大会挨拶でも声や手が震
えてしまい、お恥ずかしい限りでした。これから一年、また皆様の前でご挨拶させていただ
く機会も多々あるかと思います。不慣れな面もございますが、誠心誠意努めてまいりますの
で、温かい目で見守っていただければ幸いです。私たちを取り巻く環境は依然として厳しい
ものがありますが、皆様の声に耳を傾け、現場の悩みや喜びを分かち合い、共に成長してい
ける支部を目指して役員一同歩んでいきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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働き続けられる職場づくり推進委員会 委員長    佐　藤　加奈子

北海道看護協会稚内支部 支部長   横 澤　　　恵

　働き続けられる職場環境づくり推進委員会は、令和７年11月18日に研修会を開催しまし
た。委員による「ヘルシーワークプレイス（健康で安全な職場）を目指して」の研修参加報
告では、看護職が長く働き続けられる職場作りをテーマに「看護職の高年齢化や新卒看護職
員確保の困難さ」「結婚・出産・育児等による仕事との両立が困難」「夜勤負担」などライ
フイベントや個々に合わせた多様性のある働き方ができる組織を目指すこと、「仕事のコン
トロール感」を持つことでやりがいや離職防止に繋がっていくため、今後それらをどう高め
ていくかが、施設としての課題であると感じました。
　また、「ココロもカラダも整えリフレッシュしよう！」をテーマにALKU代表理学療法士
の奈良遼氏による、頭痛や肩こり、腰痛に関する講義とストレッチの実践、自律神経を整え
るための呼吸法や睡眠の質を高める方法など、日常でも継続できる充実した内容であり、と
ても有意義な研修となりました。来年度も研修会を企画予定ですので、機会があれば是非ご
参加下さい。

　今年度も、各委員会が現場のニーズを汲み取った多様な研
修会を開催いたしました。多くの会員の皆様にご参加いただ
けましたことを、心より感謝申し上げます。令和８年度も会
員の皆様一人ひとりの「学びたい」という声に寄り添い、役
員・委員一丸となり、現場ですぐに活かせる研修の充実に努
めてまいりますので、皆様の声を聞かせて下さい。
　令和８年度もよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　横澤　　恵
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　保健師職能集会を９月６日に実施し、17名の方に参加していただきました。
　「連携から考える保健師の役割」と題し、旭川医科大学医学部看護学科教授　藤井智子氏
を講師に迎え、講義とグループワークを行いました。
　講義では、様々な場面で保健師が実感している連携の大切さをテーマに、保健師の歴史か
ら読み解いてお話してくださいました。地域の中で、保健師はどの分野においても専門性を
発揮しているということを「ジェネラルはスペシャル」という言葉で教えてくださり、自信
につながる時間になりました。グループワークでは、それぞれの経験談を持ち寄り、保健師
としての専門性を追求することができました。参加者からは、「保健師としてのコアの部分
を語り合うことができた」「他職種へのリスペクトや宗谷のつながりの深さを再認識するこ
とができた」などの感想をいただいています。幅広い年代での交流となり、つながりを改め
て感じられる機会になったのではないかと思います。

　日頃より教育委員会の活動にご協力いただきありがとうございます。
　令和７年度の研修会は、あったか大黒館の玉置氏を講師にお迎えし、「ACP～自分らしい
最後の迎え方・あなたの一言がきっかけに」と題し、講演
をしていただきました。グループホームで実際行われてい
る取り組みについて、写真を交えながらお話ししていただ
きました。ご本人やご家族の価値観、人生観を尊重してい
くこと、その思いや考えを共有しながら関わっていくこと
の大切さについて再認識し、また、自分自身や大切な人と
の将来、今後の生活について、職場での患者様への関わり
方などを考える良い機会になったと思います。
　今回、稚内支部では初めてハイブリット研修を企画しま
した。Webでの参加者が30名となり、大変嬉しく思って
おります。来年度も、ACPについてWeb研修を企画してお
ります。
　是非、多くの皆様に参加していただければと思っており
ます。

助産師職能委員会

　今年度も例年同様、看護の日に合わせて５月10日に
宗谷管内の高校生を対象に「看護師１日体験」を開催
しました。６名の高校生が参加してくれ、バイタルサ
イン測定、手術室見学（手洗い・ガウンテクニックの
実際）・食事介助などを行いました。
　９月28日には青年会議所で開催された「わくわくワ
ークフェス」という職業体験イベントに参加し、200
名程度の子供達に来ていただくことができました。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　のような体験を
　　　　　　　　　　　　　　　　　機に、看護職に
　　　　　　　　　　　　　　　　　興味を持ってく
　　　　　　　　　　　　　　　　　れる学生や子供
　　　　　　　　　　　　　　　　　達が少しでも増えたら良いと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月15日にⅠ領域・Ⅱ領域合同で「口から食べる楽
　　　　　　　　　　　　　　　　　しさを」というテーマで研修会を行いました。嚥下の
　　　　　　　　　　　　　　　　　メカニズムや誤嚥について、施設や食事形態について
　　　　　　　　　　　　　　　　　など学ぶことができました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　来年度も看護師体験やイベントの参加などを考えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　おり、メンバーで協力して活動していきたいと思いま
　　　　　　　　　　　　　　　　　す。

　令和７年度は、市内３校と近隣の町の中学校１校に出向き、「生命誕生」というテーマで
性教育を実施しました。教員の中に、産休を目の前にしていた妊婦さんがいらっしゃり、ご
厚意で学生たちの前で胎児の心拍音を聞かせてくれたり、妊娠中の不安やマイナートラブル
についての声も聞くことができました。学生たちはとても興味深く講義を聞き、「妊娠生活
の実感を感じることができた」「妊婦さんと赤ちゃんを大切にしないといけないと思った」
などの感想を聞くことができました。また、他の中学校では、赤ちゃん抱っこ体験を同時に
企画し、赤ちゃんに触れ合ったり、自分たちが生まれてきた時のお母さんの気持ちのお手紙
を朗読したりと、学生たちが、生まれてきた意
味や自分や他人・家族を大切にするということ
を考える良い機会になった講義となりました。
　助産師体験は、市内の高校の日程が合わなか
ったようで希望者がおりませんでした。来年度
は、日程を検討し、多くの学生に助産師体験に
来ていただき、助産師の仕事の素晴らしさにつ
いて体験してもらいたいと考えております。
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